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今年初めて嵐山花灯路を見に出かけました。


今はまだ日暮れ前。曇り空でちょっと心配です。
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例年よりも早く紅葉の季節が終わろうとしています。


それに加えて、平日の夕暮れとあって観光客もまばら。
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京友禅です。夜になると、もっときれいだろうなあ。


嵐電　嵐山駅前。
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そういえば、夜の嵐山って未経験だな。


お寺は閉まるだろうし、、、こういうイベント以外の時って、


どうなんだろう？


ああ、でも、桜ライトアップとか千灯供養とか送り火とか


紅葉ライトアップとか、、、、年中なんかやってるな。
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甘味屋さんのエントランス。


夕暮れ時もいいなあ、嵐山。
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降ってきました。


いっとき、本降りになりましたが、雨脚が弱まってきました。


 


灯が濡れた路面に映って綺麗。雨も、いいかも。
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もちろんLED
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満席のようです。２階席よさそうだな。


あそこだったら、そこここの灯が見えるんだろうか。
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では、竹林へまいりましょう。
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こういう生花も飾られています。


何とか流、というのが沢山あるって知りませんでした。
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嵯峨美の学生さんたちの作品。


これが、なかなかよかったです。


 


なんていうか、ただ名所をライトアップしましたって


いうんじゃなくて、灯を手に入れたことって人にとって


とても大きいことだったんだなって実感したんですよね。
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そして、ただ明かりとして利用するだけではなくて、


見る人を、また違う境地に誘って行く。
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一つ一つの灯に個性が宿っていて、


個性っていうのは、心の有り様で、


アートって、それが放つ灯なんだろうな。
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落柿舎のあたり。


光る柿。
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二尊院。ここが一番奥。


竹林は人で溢れていましたが、ここまで来る人は


時折降る雨のせいか、そう多くはありませんでした。


 


でも土日は多分甘くない
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嵐山のメインストリートに戻ってきました。


寒かったー。ホカロン必須の季節です。
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渡月橋。そして、、、
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モンサンミッシェル思い出した。
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さて、橋を渡って帰りますか。
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